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ＪＲ東労組  業務部 

駅業務（出改札、乗客室、遺失物センター）、駅業務に付随する業務（販売

センター）、研修部門（研修センター）であり、現在受託契約を結んでいる箇所。 

退職する方などによる異動は通常どおり発生するが、基本的に分割に起因し

ての異動はない。出向が生じるとすると総務や財務など本社部門になるだろう。 

社員募集をする際も「駅業務をしている会社」だとわかりやすくなる。 

業務委託が推進されていく中、駅業務に特化することによって、より委託を

受けるに見合った会社を確保し、技術力やサービスの維持向上を目指す。 

東日本環境アクセスの業務の一部門としてではなく、駅業務に特化したマネ

ジメント体制の確立をしていく。 

エルダー社員 700 名、出向社員 300 名、プロパー社員と本社部門（総務、

財務、人事等）、新規採用者で、約 1,200名規模になる。 

  多くの仲間が辞めていく現状を

解消するためにも本社として責任を

持ち、駅業務に特化することでしっか

りした体制を確立すべき。 

人材育成、技術継承や業務運営、

サービス、安全レベル向上などを今ま

で以上にやっていただくための体制を

確立することを期待している。 

環境アクセスもＪＲ東日本ステーションサービス共に、就業規則、福利厚生

は設立時、現在と同様である。休憩室、制服も変わりない。 


